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Toward a Biological Anthropology
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1. は じ め に
1994年 4月，医学系研究科に障害科学専攻が設置さ
れ，たまたま小生がその中の1分野である高次機能障
害学分野を担当させていただくことになった．以来今
日まで，長いような短いような 9 年が過ぎ，退官の日
を迎えることになった．退官に際し，これまでを振り
返ってみたい．
本分野発足にあたり，小生が課題としたのは，神経
心理障害（脳損傷によって生じる心理・行動的障害）の
病態メカニズムの解明ということであった．神経心理
的病態メカニズムは生理・解剖学的次元と心理・行動
学的次元の2側面を含む．したがって，このメカニズ
ムを知るには両側面に立ち現れる病態に同時に立ち向
かい，その相互関係を解きほぐしてゆかなければなら
ない．簡単にいえば，心理・行動学的次元である「こ
ころ」という捕捉しがたい現象を生物学的次元から理
解しようということである．
大脳損傷の結果として，それまで健常であった心理
過程に生じる神経心理症状は，個体差が大きく，また
例外が多いのが特徴である．例外がある，あるいは例
外を認めるということは，われわれ神経心理学者の病
態の捕らえ方に問題があることを意味しており，神経
心理症状自体に例外の責任があるわけではない．した
がって，例外を例外とせず，例外をより大きな法則の
中に包み込んでゆくことも大きな目標であった．この
目標に向かって用いた研究方法論は2つである．
1つは言うまでもなく，臨床的方法である．高次機能
障害を持つ患者は主治医，看護師，臨床心理士，言語
聴覚士，作業療法士，理学療法士，あるいは友人，さ
らには家族など，多様な人たちとの関わりの中で，損
傷された心理機能を再び環境に適応させてゆく．この
適応にどのような要因がもっとも重要な役割を果たし
ているのか，という問題を解いてゆく．これが臨床研
究である．
もう1つは機能画像的研究である．ヒトの認知過程
の動きを脳の活動として in vivoで観察できる fMRI,
PET, それにMEGなどは，心理という「過程」の，脳
での「流れ」に迫るのに，現時点で手にすることの出
来るもっとも強力な手段である．これら機能画像的方
法はそれ自体でも認知過程の研究にきわめて有効であ
るが，この方法だけに埋没してしまうと，研究の方向
を見誤る危険がある．臨床症状という教師・ナビゲー
ターがあってこそ，方向をしっかりさせることが可能
となる．われわれはこの問題意識に立ち，臨床からの
発想を土台とした機能画像研究を行ってきた．
高次機能障害は意識障害，感情障害，記憶障害，（狭
義の）認知障害，言語障害，知能障害，行為障害，行
動障害など多様な形をとる．このうち，記憶障害と言
語障害を例に，研究の成果を振り返ってみたい．
2. 記憶障害へのアプローチ
1回生起性で繰り返しのない記憶を出来事記憶（あ
るいは生活記憶）と呼ぶが，この記憶を支えるもっと
も重要な神経構造は海馬・海馬傍回領域である．生活
記憶の内容そのものは大脳新皮質に蓄えられる．この
内容を持続性のある安定した状態に変換してゆくの
に，海馬・海馬傍回領域が参加する．この内容の回収
には前脳基底部の働きが重要である．
1つの出来事は複数の事象から成り立つ．これらの
事象はそれぞれ概念的なまとまりを持ち，意味記憶と
呼ばれる．意味記憶の代表は言語性概念であるが，非
言語性概念も劣らず重要な意味記憶である．意味記憶
は神経系の機能や経験の形式によってさまざまにカテ
ゴリー化され，異なるカテゴリーの意味記憶はその大
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脳基盤を異にすることが分かってきた．たとえば人物
の意味記憶は側頭葉前方，身体部位に関する意味記憶
は頭頂葉の働きに依存する．
生活記憶や意味記憶は意識化可能だが，われわれの
行動は意識化される記憶にのみ依存しているわけでは
ない．意識化されないが，行動に再生される記憶があ
る．手続き記憶である．手続き記憶は大脳基底核，小
脳，さらに前頭葉を結ぶネットワークに依存する．
われわれの認知活動には今，ここで処理しなければ
前へ進めない，というタイプのものがある．これは作
業記憶と呼ばれ，意識との類似性が追求されている．こ
の記憶には前頭葉と頭頂葉のネットワークが重要であ
る．
われわれの認知活動はまた未来へも開いている．将
来の計画を立てこれを実行するには，現在の計画を未
来へ向けて持ち続けなければならない．この種の記憶
は予定記憶と呼ばれ，前頭前野が大きく関与する．こ
のように，記憶には海馬だけでなく，海馬以外の多様
な領域が関与する．それぞれの領域は少しずつ異なる
役割を持ち，それぞれの役割を実現する形で，全体的
有機的な新しい機能（さまざまな記憶）を創出する．
3. 言語障害へのアプローチ
言語の生物学的基盤は，現在でもなお19 世紀の終わ
り頃に打ち立てられた言語図式を基にして語られるこ
とが多いが，脳の働きはそんな単純なものではない．
言語のうち，音韻成分の受容，分析，想起，系列化，
運動化（構音化）には，聴覚連合野，頭頂葉連合野，前
頭前野，運動前野，運動野などを結ぶ広域ネットワー
クが参加する．この領域（環シルビウス裂言語領域）は
おおむねシルビウス溝周辺に位置し，ブロカ領域，中
心前回，ウエルニッケ領域，および縁上回などを含む．
ほぼ古典的言語領域に相当する．
しかし，言語の意味成分はこの領域では立ち上がら
ず，この周辺の領域，すなわち様式横断性（あるいは
異種感覚連合性）連合野に立ち上げられる．これは前
項で述べた意味記憶とその神経基盤が重複することを
意味する．小生はこの領域を一応環・環シルビウス裂
言語領域と呼んでいる．
この2つの領域の共同活動によって，音韻成分と意
味成分の連合（構造化）が実現する．言語行動の出現
である．しかし，実際の言語行動はこうした記号性機
能に加えて，非記号的で生物的な，記号周辺情報（情
動的，あるいは比喩的なもの）を含んでいる．このよ
うな徴候的内容の受信と発信には右半球の関与が大き
い．
結局，生きた言語（心理過程としての言語活動）の
生成には，環シルビウス裂言語領域（多くの人で左半
球）に加え，その周辺に位置する環・環シルビウス裂
言語領域（同じく多くの人で左半球），さらに反対側の
右半球言語関連領域が参加する．言語機能にも記憶の
場合と同じように，ブロカ・ウエルニッケ領域など中
核領域とみなされてきた領域以外の，多様な領域が関
与しているのである．それぞれの領域が固有の機能を
供出しつつ，大きなネットワークを作り上げ，言語機
能という新しい機能を創出する．
4. 終 わ り に
記憶は海馬・海馬傍回だけでなく，広範な大脳領域
に依存する．言語もまた，ブロカ・ウエルニッケ領域
だけでなく，広範な大脳領域に依存する．局在的にみ
える認知機能も，こころの働きという広い立場からみ
ると，決して1つの領域の働きにのみ依存しているわ
けではなく，広範な神経ネットワークに依存する．
脳が心を立ち上げるのは動かぬ事実だが，脳の働き
を離散的に見すぎると，立ち上げられる心が穴だらけ
の網としてしか見えてこなくなる．心の特性である全
体性，完結性，連続性，主体性というものを理解する
には，脳の働きを全体的な立場から眺めてゆかなけれ
ばならない．この方向の学問を小生は生物学的人間学
と位置づけ，これからも一層深めてゆきたいと願って
いる．
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